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感情的視点取得、認知的・概念的視点取得の
３つ

３）

、さらに社会的視点取得
４）

の４つに分類さ
れる。
　知覚的視点取得とは、対象を他者の視点か
ら見たときに、自己の視点のみならず、他者
の視点から見た知覚（visual perception）を理
解できる能力であり、古くはPiaget＆Inhelder

５）

の３つ山課題が代表的なものであり、Flavell
ら

６）

により、Piaget＆Inhelder
５）

が対象にした年齢
（４歳～12歳児）よりも低い３歳児において、
visual perceptionの知識に水準１（他視点から
何が見えるかに関する知識）と、水準２（他
視点からどのように見えるかに関する知識）
の２つの発達水準があることが明らかにされ
ている。
　感情的視点取得能力とは、「他者の感情を
正しく読み取る能力」であり、他者の感情を
推測する能力を問題にしており、Borke

7）8）

　の

Ⅰ　はじめに

１．問題と目的
　学級崩壊やいじめなど、子どもの行動上の
問題は長年取り上げられており、小・中学校
における暴力発生件数は、平成20年度、調査
開始以降最も多かったことが報告されてい
る

１）

。暴力行動といった問題行動の背景には、
適切に自分の気持ちを表現したり、統制する
ことへの困難さがうかがえる。また、いじめ
の背景には、他者の立場に立ち、相手の気持
ちを思いやることのできる能力の欠如が予想
される。社会的、教育的に重要なこのテーマ
に関して、心理学の中では向社会的行動の問
題として多くの研究がなされてきた。中でも
向社会的行動の先行要因として、役割（視
点）取得能力は長年注目されている

２）

。
　役割（視点）取得能力は知覚的視点取得、
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量り、自分の考えや気持ちと同等に、他者の
考えや気持ちを受け入れ、調整し、対人交渉
に生かす能力

16）

という点である。社会的視点取
得能力は、Selman

４）

が木のぼり課題によりその
発達段階を明らかにしているが、日本でも
Selman

４）

の木のぼり課題に基づき、荒木
17）

が開発
した木のぼり課題によってその発達段階が測
定されている。
　役割（視点）取得能力と関連する向社会的
能力として、他者感情解釈能力が伊藤

18）

により
示されている。伊藤

18）

は、役割（視点）取得能
力を「他者の視点を認知的に理解し推測する
一般的能力」と定義し、他者感情解釈能力が
向社会的判断や向社会的行動と関連があると
述べ、他者感情解釈能力は役割取得能力の下
位要素と定義している。幼児を対象とした実
験の結果、矛盾した（悲しい場面で微笑みの
表情）場面でも他者の感情を適切に推測でき
ること（この場合、悲しい顔を選択）が向社
会的行動につながるという知見を示した

18）

。し
かし、伊藤

18）

が、他者感情解釈能力として用い
た課題は、ビデオにより物語を提示し、物語
の内容と一致、または矛盾した表情を示す主
人公の感情を適切に推測できるかどうかにつ
いてを測定しており、Borke

7）8）

　と類似したパ
ラダイムである。特に、矛盾した表情を示す
主人公の正しい感情の推測については、主人
公の立場に立って感情の推論を行う課題であ
ることから、感情的視点取得能力を測定する
課題であると考えられる。このことから、伊
藤

18）

の定義する役割（視点）取得能力（他者の
視点を認知的に理解し推測する一般的能力）
の下位能力は、感情的視点取得能力となるこ
とを示唆する。しかし、研究者間で何を「他
者感情理解（解釈、推測）能力」と定義し、
測定するかが混在としており、伊藤

18）

以外の研
究でも、感情的視点能力を「他者感情理解
（解釈、推測）能力」として定義、測定して
いる研究が散見する。
　そこで、これまで幼児期・児童期において

対人知覚テストが広く用いられている
９）

。一例
を挙げると、かわいがっていたペットがいな
くなったこどもに関する短い物語を読み聞か
せられたあと、主人公の絵が示されるが、表
情が描かれておらず、顔部分に適切な表情を
描くように求められる

7）8）

　。Chandler＆Greenspan
10）

は、役割（視点）取得能力とは、他者の感情
が自分のものと異なっている場合でもそれを
推論できる能力であるので、 Borke

7）8）

　の課題
は、単にある状況でどの人がどんな感情を持
つかを推論しているだけで、真に役割（視
点）取得を行っていないと批判しているが、
Garnerら

11）12）

　など、Borke
7）8）

　のパラダイムを
用いることで感情的視点取得能力を測定して
いるとする研究もあり、研究者間で見解は一
致していない。
　認知的・概念的視点取得とは、他者の立場
から他者の意図や考えを理解する能力であ
り、古くはFlavellら

13）

の課題がある。Flavellら
13）

の課題では５セントと書かれた箱と、10セン
トと書かれた箱が用意され、それぞれに５セ
ントニッケル貨と10セント銀貨を入れてお
く。被験者の子どもはもう１人の子どもと
ゲームをしてもらうといわれる。そのゲーム
とは、一方の子どもがどちらかの箱の中のお
金を取り除いておき、相手の子は１つの箱を
選択して、その中にお金が入っていればそれ
をもらえるというものである。被験者はお金
を取り除く側になるのだが、そのときに相手
の子どもにお金をとられないようにするに
は、どうしたらよいかということを質問され
る。ここで、被験者が相手の考えをどこまで
推論できるかが検討される。近年では、誤信
念課題である、サリーとアン課題と同じパラ
ダイムを用いて、検討が行われている

14）15）

　。
　社会的視点取得能力とは、相手の気持ちを
推測し、理解する能力であり、対人関係に生
じた葛藤の解決や道徳的判断を行う前提とな
る能力である

４）

。感情的視点取得能力との相違
点としては、他者の立場に立って心情を推し
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性や社会的カテゴリー知識を利用して他者感
情を推測できることを実験的に示している。
朝生

23）

の実験では、幼稚園、保育園の年少・年
中・年長児各30名に対し、カブトムシが好き
な子どもにカブトムシを見ると逃げる子ども
の話を聞かせるなどし、自分とは特性の異な
る子どもの行動や表情を説明させている。そ
の結果から、４歳～５歳児では他者の特性は
考慮にいれず、他者の置かれている状況情報
のみを利用して感情推論するものが多く、６
歳児になると、他者の置かれている状況情報
と、その他者は「いつも～している」とい
う、行動情報の両方を利用して感情推測する
ものが多くなることを明らかにした。朝生

23）

は
加齢に伴って利用する情報が変化するという
質的な発達的な変化があると推論しており、
さらに、主人公の行動が正しく理解、保持さ
れていても、それを利用せずに、主人公の気
持ちを自分と同じ気持ちであると推測してし
まい、正しく理解できない者がいることも明
らかにした。その原因として、自己と他者が
同じ状況でも異なる感情をもちうることの認
識の欠如、自己の感情統制の欠如などが考え
られるとしている。
　このように、他者感情理解能力について、
表情認知能力だけでなく多様な情報の利用が
幼児期の次に迎える児童期を通じて徐々に発
達していく

24）

。Gnepp ＆ Chilamkurti
25）

は、6〜10
歳児を対象に、行動特性を考慮した他者理解
ができるかについて、実験を行った。実験で
は、架空の人物の特性を示唆する過去の行動
を聞かせ、その人物の行動や感情を子どもに
推測させている。その結果、ある状況に対し
て人がする行動や抱く感情は、その人のそれ
以前の行動や特性と強く関連していることへ
の理解は６歳児でも見られたが、年齢が上が
るにつれて理解が進み、10歳児ではほとんど
の子どもが理解することができた。
　笹屋

21）

は、表情認知に関する能力を表情認知
能力、状況把握に関する能力を状況認知能力

「他者感情理解能力」
19）

としてなされてきた研
究のレビューを行い、それがどのような定
義、方法で測定されているか、その結果、感
情的視点取得能力と同義であるのか、それと
も区別し、測定することが適切であるのかに
ついて考察することを本研究の目的とした。
２．方法
　CiNiiを使用し、「感情理解」をキーワード
に文献の検索を行い、ヒットした106件の研究
についてレビューを行った。なお、本研究は
通常の発達の幼児・児童を研究対象としてい
るため、自閉症等、広汎性発達障害の幼児・
児童を対象とした研究は除外した。さらに、
抽出した論文に引用されていた論文で上記の
キーワードにヒットせず抽出されなかった
が、本研究の目的に一致する論文について
は、その論文の原文にあたった。

Ⅱ　他者感情理解能力について

１．表情認知能力と状況把握能力の発達
　他者の感情を理解したり、推測する際に手
掛かりとするものとして、その１つには他者
が表出している表情がある。幼児を対象とし
た表情による感情の弁別課題については、渡
辺・瀧口

20）

が４種（喜び、悲しみ、驚き、怒
り）の表情図を使用した実験を行っており、
加齢により表情認知が進む傾向が見出されて
いる。
　しかし、日常的な場面では表情はなんらか
の状況のもとで表出される場合が多く、状況
次第で表情の意味が変化することがある。他
者の表情をより深く理解するためには、表情
認知能力だけではなく、状況手がかりから他
者の感情を推測する能力（状況把握能力）も
必要である

21）

。なぜなら、例えば相手が背中を
向けていて表情を読み取れない場合や、同じ
表情であっても状況によって表情の意味が変
わる場合があるからである

22）

。朝生
23）

は、表情認
知だけでなく、幼児期後期になると他者の特
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ている。被験者は小学１〜６年生、大学生で
あり、喜び、悲しみ、怒りの３つの感情につ
いて、表情課題（表情認知能力：表情カード
を使用）、状況課題（状況把握能力：４コマ
漫画を使用）、一致課題（感情理解能力：４
コマ漫画と物語に対して適切と考えられる表
情カードを使用）について、それぞれの課題
において、刺激中の主人公の感情状態をどの
程度理解したのか、自由記述により回答を求
めている。その結果、表情認知能力は学年と
ともに発達し、小学校中学年頃に大学生と同
じ水準まで発達するのに対し、状況把握能力
は、表情認知能力よりも発達がやや遅く、小
学校５、６年生頃に急激に発達し、大学生と
同じ水準まで発達することが示された。他
方、一致課題による感情理解能力の発達は、
学年とともに発達するのではなく、小学１年
生から３年生にかけて得点が下がり、小学３
年生から大学生になるにつれて得点が上昇す
るV字型の発達曲線を描くことが示された。
　同様の結果は中村

24）

でも示されている。中村
24）

は、児童期の他者感情理解において、友人と
の関係性という文脈を利用した検討を行って
いる。実験では、児童が他者感情を推測する
際に、他者との関係性と他者の個人的特性と
いう文脈をどのように利用するかということ
について検討を行っている（例えば、好きな
ものを仲が悪い人にもらう、嫌いなものを仲
良しの人にもらう場合など）。社会的状況に
おける他者の表情表出の理解、他者感情の推
測、他者感情推測の根拠について児童期にお
ける発達的変化を検討した結果、それぞれに
おいて児童期を通じて発達的変化があること
が示され、１年生と６年生の間に有意差が見
られ、３年生については有意差が見られな
かったが、１年生と３年生が同じ水準にある
ためではなく、３年生が他者感情推測の過渡
期にあるためであると中村

24）

は推測している。
　発達的な変化が起こる要因として考えられ
るのは、児童期は幼児期と比べ、家庭に加

と定義し、幼児から大学生までを対象に、こ
れらの能力について検討を行っている。被験
者は４歳時、５歳児、小１、小３、小５、中
１、大学生で、それぞれ男女各10名ずつで
あった。課題としては、１）表情手掛かり課
題（写真のみを使用）、２）状況手がかり課
題（VTR刺激の物語）、３）状況+表情手掛
かり課題（VTR刺激+写真）の３種類を使用
し、３）状況+表情手掛かり課題（VTR刺激+
写真）では、物語に対して適切と考えられる
表情が呈示される「一致課題」と、不適切と
考えられる表情が呈示される「矛盾課題」の
２種類の課題が設定された。
　その結果、表情認知能力と状況把握能力は
異なる発達曲線を示し、表情認知能力は４歳
までにある程度の水準に達するが、状況把握
能力については、５歳頃に急激な変化を見る
ことが示された。さらに、矛盾課題において
は、表情を重視する段階から、状況を重視す
る段階に移行するが、先行研究であるGnepp

26）

、
久保

27）

では、性差については検討していないも
のの、Gnepp

26）

では12歳、久保
27）

では７、８歳で
統合できるようになると示されているのに対
し、笹屋

21）

では、ほとんど統合が可能になるの
は女子の場合は小５（10、11歳）であり、男
子の場合は中１（12、13歳）であることが示
され、性差が認められた。その後、中１以降
になると、男子も女子同様に両方の手かがり
を統合的に用いるようになることが示され
た。笹屋

21）

は用いた刺激の違いが関係している
と考察しているが、一致および矛盾課題の理
解項目における回答の反応潜時は男女に有意
差がなかったことから、表情や状況から他者
感情を理解する能力とは別に、矛盾した手掛
かりを統合する能力が存在し、その能力の発
達が男子より女子のほうが早いとも考察して
いる。
　笹屋

21）

と類似した研究で、山田
22）

は、児童期に
おける表情および状況、その両方を手がかり
とした他者感情理解能力について検討を行っ
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能力と向社会的行動との関連について検討を
行っている。他者感情理解能力については、
渡辺・瀧口

20）

を参考にした顔の表情認知のカー
ド（イラスト：喜び、悲しみ、怒り、恐れ）
を使用し、Freshbach＆Roe

30）

や有馬
31）

を参考に、
喜び、悲しみ、怒り、恐れの感情を含んだ４
つの例話と、その例話の内容を表現した３コ
マからなる図版を使用し、正しい表情の回答
が得られるかについて得点化した（認知得
点）。また、被験者が回答した例話の登場人
物の表情認知に基づき、被験者が例話の主人
公と同じ感情を共有している程度を情動得点
として得点化した。認知得点と情動得点を合
計したものを、感情認知得点とした結果、特
に年長児においては、感情認知得点と向社会
的行動の得点（社交性、支援、援助・課題達
成）の関連がみられたが、感情抑制とは関連
がみられなかった。
　大対・松見

15）

は、幼児（３歳～５歳児）の役
割（視点）取得能力（認知的・概念的視点取
得と感情的視点取得の２種類）と感情表出の
統制、および対人問題解決と社会的スキルに
ついて検討している。感情的視点取得能力課
題としては、クッキーが好きなパペットAが
クッキーの嫌いなパペットBを家に招待し、
パペットAが母親と一緒にパペットBのために
一生懸命作ったおやつを出すという話を呈示
し、同じ「クッキーがおやつに出る」という
場面において、クッキーが好きなパペットA
と嫌いなパペットBとでは、生起する感情が
違うということを子どもが理解できるかどう
かを検討するため、「クッキーがおやつに出
る」場面でのパペットA、Bがそれぞれどのよ
うに感じているか、またその理由について自
由に回答させ、嬉しい顔、悲しい顔、怒った
顔の３つが描かれた表情図の中からパペット
A、Bがするであろう表情を回答させている。
結果として、役割（視点）取得能力は感情表
出の統制を媒介して、対人問題解決能力を予
測することが明らかになったが、大対・松見

15）

え、学校で過ごす時間が大きな割合を占める
ようになることが考えられる。それに応じて
家庭における親との関係に代わって、学校場
面での友人、先生との関係が子どもにとって
重要になってくる。井上・久保

28）

は、他者感情
理解能力の発達を基底する要因の１つとし
て、人とのやりとりという社会的な経験を挙
げている。児童期の子どもは、先生や友人と
のやり取りをスムーズに進めていくために
も、先生や友人の気持ちを理解した上で関わ
るということを日常的に行う機会が増えると
思われる。また、学年が上がるにつれ、対人
関係も複雑になっていく。そのため、表情認
知能力だけではなく、状況把握能力による他
者感情理解能力も上昇してくるのだと推測さ
れる。 
２．他者感情理解能力と向社会的行動の関連
　これまで、他者感情理解能力の発達に関す
る研究についてレビューしてきたが、他者感
情理解の能力は、向社会的判断や向社会的行
動と関連がある

18）

。ゆえに、両者の関連につい
て検討した研究についてもレビューを行う。
　伊藤

18）

の研究では、幼児（４〜５歳児）を対
象に検討を行っており、向社会的場面とし
て、他者の状況と表情が一致した場面（例え
ば、悲しい場面での悲しい顔）と矛盾した場
面（例えば、悲しい場面で微笑んでいる顔）
を設定し、他者の適切な感情の推測と向社会
的行動が密接に関連していること、表情と状
況が矛盾した場面で、適切な感情統合に失敗
しても、感情解釈情報の呈示によって、向社
会的判断・行動が促進されることが示され
た。研究の問題点として、前述したように、
他者感情解釈を役割取得能力（視点取得能
力）の下位要素として捉えているが、用いら
れた課題は感情的視点取得能力であり、役割
（視点）取得能力の下位要素になるとは言え
ず、役割（視点）取得能力の定義があいまい
である点が問題である。
　戸田

29）

は、幼児（５〜６歳）の他者感情理解
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（状況+特性）、共感性、抑制機能、ワーキ
ングメモリー、認知の柔軟性、言語能力につ
いて検討され、他者感情理解（状況）は他者
感情理解（状況+特性）、共感性、ワーキン
グメモリー、認知の柔軟性、言語能力に関連
があることが示され、他者感情理解（状況+
特性）については、他者感情理解（状況）、
共感性、ワーキングメモリー、言語能力との
関連が示された。他者感情理解（状況）と他
者感情理解（状況+特性）との相違点とし
て、認知の柔軟性とは関連がみられなかっ
た。他者の置かれている状況に関する認知が
できる方が、認知の柔軟性と関連があるのだ
ろう。 さらに、山村ら

35）

は、同様の手続きで幼
児（５歳〜６歳）における実行機能と他者感
情理解、保育者評定における実行機能につい
て検討を行い、山村ら

33）

と同様に、他者感情理
解（状況+特性）が実行機能の中で、認知の
柔軟性とワーキングメモリーが関連があるこ
とを示している。
　また、近年では、他者感情理解と「心の理
論」との関係が検討されている。「心の理
論」とは、自己および他者に目的・意図・知
識・信念・思考・概念・推測・ふり・好みな
どの直接観察できない心的状態を帰属させる
ことであり

36）

、誤信念課題を用いて測定されて
いる。代表的な誤信念課題には、サリーとア
ンの課題

37）

、スマーティ－課題
38）

がある。　　
　東山

39）

は、幼稚園児（４、５歳児）に対し誤
信念課題と他者感情理解課題との関連を検討
している。「心の理論」課題としては、サ
リーとアンの課題、スマーティー課題、絵画
配列テスト、他者感情理解課題としては、表
情写真課題、感情理解課題を行った。結果と
して、いずれの誤信念課題と他者感情理解課
題との間で関連はみられなかった。
　森野

34）

も保育園児（４歳～６歳児）について
誤信念課題と他者感情理解能力について検討
を行っている。他者感情理解能力について
は、笹屋

21）

、Lazarus
40）

、渡辺・瀧口
20）

に基づく状況

の研究の問題点として、認知的・概念的視点
取得と感情的視点取得を１つにまとめて「役
割（視点）取得能力」として他変数との関連
について、分析を行っている点にある。厳密
に言えば両者は異なる能力であるので、別々
のまま分析に用いるべきであり、そうするこ
とにより、より明確に何が向社会的行動の下
位能力となるかについて検討できたと思われ
る。
　山田・神山

32）

は、他者感情理解能力と社会的
スキルについて、小学校３〜６年生を対象に
検討を行っている。課題としては、表情課題
（表情の絵を見せて、設定した感情につい
て、理解できているかについてを５段階で評
定）、状況課題（表情なしの４コマ漫画を見
せて、設定した感情について理解できている
かどうかを５段階で評定）、表情＋状況課題
（４コマ漫画と物語に対して適切と考えられ
る表情の絵を使用し、設定した感情について
理解できているかどうかについて６段階で評
定）であった。なお、設定した感情とは、照
れ、罪悪感、羨ましさの複雑感情であった。
結果として、社会的スキルの中で、引っ込み
思案因子が高い児童は他者感情理解能力があ
り、特に高学年では、状況課題の得点が引っ
込み思案因子が高い児童の方が、有意に高い
得点を示していた。このことから、引っ込み
思案児は、社会的スキルが欠けていると捉え
られやすいが、むしろ周りの児童よりも他者
の感情を適切に理解しているとは考察してい
る。
　山村ら

33）

は、幼児（５歳〜６歳）における実
行機能と他者感情理解能力および共感性との
関連を検討している。他者感情理解能力につ
いては森野

34）

の課題を参考に、喜び、悲しみ、
怒り、恐れの感情が喚起する物語（状況情報
のみ４場面、状況と主人公特性情報２場面）
を用い、上記４種類の感情を示す表情と、
ニュートラルな表情が描かれたカードが用意
され、他者感情理解（状況）、他者感情理解
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考えることのできる能力＝「役割（視点）取
得能力」を必要とするため、感情的視点取得
能力について測定していると考えられる。今
後は両者を明確に区別して定義した上で、測
定する必要があろう。
　その際、感情的視点取得能力測定にあたり
考慮すべき点として、刺激の質、提示される
物語の内容を挙げることができる。表情刺激
に写真を用いた笹屋

21）

と、表情の特徴を端的に
示している線画の刺激を用いた山田

22）

では結果
が異なり、笹屋

21）

では、表情と状況の2つの手が
かりがある方が感情理解が容易であるのに対
し、山田

22）

では、表情刺激のみの方が感情理解
の得点が高かった。このことについて山田

22）

は、表情写真よりも、表情の特徴を端的に示
している線画の刺激の方が、写真による刺激
よりも感情の理解が容易であったため、表情
課題の得点が高くなったのだと考察している。
　提示される感情の内容については、山田

22）

で
は、状況把握課題における怒り感情の回答で
は、誤回答のほとんどが「悲しみ」に関する
記述であり、小学校中学年までの児童は、怒
りと悲しみの区別が困難であることが示唆さ
れた。怒りと悲しみを区別する条件には、
１）その出来事が故意であったかどうか、
２）その出来事の結果、喪失状態になったか
どうか、嫌悪状態になったか、３）その出来
事が回復可能かどうかの３条件があるとされ
ているが

42）

、児童期においては、その中でも回
復可能性が重要な基準となる

43）

。回復可能性に
ついては、自己の信念によるため、小学校
低・中学年の児童にとっては、回復可能性の
ある場面でも、回復不可能な場面として認識
される可能性を山田

22）

は述べている。
　今後の課題としては、４つある役割（視
点）取得能力についての定義について明確に
した上で、何が向社会的行動の先行要因とな
るか、検討する必要があると考えられる。

情報のみを利用する感情理解課題、朝生
23）

や平
林・柏木

41）

に基づく状況情報と特性情報の両方
を利用する感情理解課題の２つを用いて検討
しており、心の理論と他者感情理解能力につ
いては比較的強い相関（ｒ＝.60）が認められ
た。
　東山

39）

の表情写真課題については、感情的視
点取得能力課題であり（感情理解課題につい
ては、測定法が書かれていないため、判断で
きなかった）森野

34）

の感情理解の課題も、「ほ
とんどの人と同じ感情を主人公も感じる話、
参加者とは違う感情を主人公が感じる話」で
あり、感情的視点取得能力課題と考えられる。
　これらの研究のレビューから、他者感情理
解能力については、いずれも感情的視点取得
能力について測定している。その中でも、表
情認知よりも状況把握能力が向社会的行動と
関連があることが示されており、向社会的行
動との関連を検討する場合の重要な要因とな
ると言える。

Ⅲ　まとめ

　以上、他者感情理解能力課題と、感情的視
点取得能力測定課題について、幼児期・児童
期に焦点をあて、これまでなされてきた研究
についてレビューを行った。その結果、他者
感情理解能力測定課題のうち、表情認知課題
において「表情のみ」を呈示し、それに対し
て一致する感情について言及させたりという
ラベリング課題や、感情語を呈示し、それに
マッチする表情を回答させるマッチング課題
については、感情的視点取得能力を測定する
課題とは異なるものであると考えられた。他
方、他者感情理解能力としていても、物語等
を提示し、主人公の状況や特性から感じてい
る感情を推測させる課題は、「他者の経験し
ている感情を正しく読み取る、あるいは推測
する能力」

９）

について測定していること、ま
た、主人公の状況や特性の「立場に立って」
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